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はじめに

 代表 北野 忠彦 
 日本山岳会１００周年記念事業の一環として進められてきた中央分水嶺踏査は２００６年

１１月に全てのルートが完踏され、日本列島が一本の線で繋がった。  

 わが山岳地理クラブ（ＡＧＣ）は、当初一般公募も視野に入れて、三平峠から鳩待峠までを

第一候補として希望したが、他クラブとの兼ね合いもあり、帝釈山脈・甲子峠から大川峠まで

と山王峠から安が森峠までの２個所が担当区域となった。その後、参加の同好会が増えたため、

後者の区域を譲ることになった。１/２万５千分１の地形図での検討の結果、三本槍岳西の大

峠から西方は、栃木側からの入山はかなり困難と思われ、主として南会津側からアプローチす

ることにした。 

 ２００４年５月２１日の第１回山行から、２００６年５月５日のフィナーレ山行まで、約３

年に及ぶ踏査を行ってきたが、「日本列島中央分水嶺踏査報告書」には、会員２２名（他にサ

ポート等の非会員多数）が延べ２０日にわたって踏査したことになっている（同資料６）。ま

た、同報告書添付のＣＤ‐ＲＯＭには１９のＡＧＣ報告書が収められている。しかしこれらは、

中央分水嶺に達してからの分水嶺上の報告書であり、当然これらのほかに、中途断念した山行

や偵察山行は含まれておらず、これらを加えればその数はさらに増加する。 

 フィナーレ踏査を終えて早くも１年過ぎた今年の春、遅まきながら、これらの山行も含めす

べてをまとめて記録に残そうという事になった。 

 しかしいざ纏めていこうとすると記憶もあいまいになり、いたずらに時間だけが経過し、ま

とめていくのが困難を極めたが、会員の努力により、このほど漸く纏める事ができた。踏査に

参加した方はもとより、この踏査を陰日向になって、応援・協力していただいた方々に心から

お礼を申し上げる次第です。われわれの踏査がどういうものであったか、多少なりとも知って

いただければ幸いです。 
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